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論　　文　　の　　要　　旨

　局所的には有限個の解析関数の共通零点である解析空間の特異点の研究は多変数関数論害代数幾

何学ラ位相幾何学ヨ代数群などの研究と相まって近年著しく進展した。

　本論文はある種の2次元正規解析空問の（孤立）特異点の性質を複素解析的側面から代数幾何学

的手法も用いつつ研究したものである。第1章では，複素3変数の擬（荷重）斉次多項式f＝f（z。，z。，

z、）によって定義される擬斉次（超）曲面X＝｛（z。，zエ，z。）；f＝O｝⊂¢3が原点で孤立特異点をも

つときヨ位数nの有限巡回群G⊂G　L（3、⑩）をXに作用させたときの商空間の特異点（X／G，

x）（xは0の像）の性質を調べている。まず（X／Gヨx）の特異点解消冒即ち複素解析多様体叉

と固有全射正則写像n：叉→X／Gの対で制限引三．π■、〕は双正則かつ文一n■1（x）はXの中で欄

密となるものが存在することは広中の特異点解消定理の一般論から知られているがヨ著者は定義多

項式fの数値情報（荷重ラ次数）及びGのデータから特異点解消の例外集合n■1（x）の双対グラフ

（各既約曲線の種数ラ自已交点数付き）を計算する為のアルゴリズムを与えることにより特異点解

消をexp1icitに求めている。更に著者は特異点（X／G，x）がGorensteinになる為の条件と多重種

数塩をfの荷重と群Gのデータより計算する公式を見出している。そしてこれらの結果を応用し、

C＊（＝C一｛0｝）一作用をもち鈷が周期性をもつ単純楕円型特異点の分類を行っている。

　第2章ではヨ特異点解消の双対グラフがある形で与えられるときラ①L作用をもつ特異点の埋め

込み次元，及び埋め込みの生成元を与える計算法を得ている。またこのような特異点に付随するア

フィン環の性質を調べ完全交叉である為の判定条件を与えている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　擬斉次超曲面特異点の巡回商として得られる特異点は害①＊一作用をもつ；特異点のクラスとしては

或る意味では特殊なものであるが。位相的う解析的な種々の情報を取り出すことが容易であるとい

う点において争重要な研究対象と考えられる。著者はそれらの数値情報から特異点解消の例外集合

の双対グラフを計算するアルゴリズムを与え解消をeXp11C1tに求めることにより里このような特異

点の解消を完全に調べたといえる。またその特異点の多重種数を計算する公式を見出しラGor㎝steiΩ

性を判定する条件を与えた。また特異点（X里O）の埋め込み次元即ち（X，O）⊂（¢n事O）と

なる最小の篶は重要な解析的不変量である。①＊一作用をもつ特異点について中心曲線の自已交点

数×（一1）二bが大きい場合蓼埋め込み次元はグラフからの数値不変量で与えることが知られてい

るが（VanDyke）ヨbが小さな場合不明であった。都丸氏はb＝1の場合の例を詳しく調べbが大

きい場合と事情が異なることを明らかにした。都丸氏はやや特殊ではあるが里種々の性質をもっ例

を多く供給する特異点の族を多数研究しヨ興味深い結果を得てラ特異点の研究に重要な寄与をなし

たものと考えられる。

　よって事著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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